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【第１回交流会実施】 

 日 時：令和４年７月１日（金）16：00-17：25 

 場 所：北海道鵡川高等学校 

むかわ町と北海道鵡川高等学校との連携事業 
「地域×高校×大学連携事業」：当事業は、本学が鵡川高校、むかわ町と「高・大・地」の３つの組織で協定を結ぶ先進的な取組みです。 

 ※内閣府「関係人口創出・拡大のための中間支援モデル構築事業」に採択されました。  

〈参加学生コメント〉 

「交流を始める前からおおよその計画が出来上がっていて純粋にすごいなと感

じた。今回は後半駆け足ぎみになってしまったので、夏休み前にももう何回か

交流の機会を持ちたい。今回の活動も一部の町の方々が協力をしてくれるとい

う話は聞いたが、これらの施設とも連携して町をあげてのイベントのようにすればもっと注目度が増して町外から来て

くれる方も増えるのではないかなと思った。」（３年・Ｋさん） 

〔小山副学長のコメント〕 

今回は，鵡川高校が進めている４つの「むかわ学」に，札幌大学の学生が参加し，取組の共有を図った。今回の連携を支

援してくれている中間支援団体の皆さんのご協力のもと，90分の短い時間を有効活用できた。 

 本連携事業の第１回交流会は、鵡川高校で行われている課題探

求型学習「むかわ学」にファシリテーターとして参加する本学学

生(当日参加は８名)と高校生が対面し、今後の合同活動に向け、

コミュニケーションを図り、信頼関係を構築することを目的とし

て実施されました。 

 高校生から、課題テーマを選んだ理由や実施方法等について説

明がありました。高校生が地域課題へ真摯に向き合う姿勢に刺激

を受け、大学生も各グループの取組が次のステップに繋がるよ

う、積極的に質問を投げかけたり、気づいたことを伝えたりする

有意義な時間となりました。 

 今回の参加者は，むかわ町（教育長・職員）鵡川高校（校長・

教頭・教員），札幌大学（教員・職員）の総勢40名で次回がとて

も楽しみとなる１日でした。 

 次回の交流会は、夏期休暇中の８月を予定しています。 

↑お互いのプロフィールをヒアリング 

活動スケジュール(予定) 
 

【６月】 

・オリエンテーション 

・デジタル技術セミナー 

【７月】 

・探究学習（むかわ学）のファシリテート 

  現地訪問・リモート 

【８月】 

・探究学習（むかわ学）のファシリテート 

  現地訪問（宿泊）・リモート 

【９月～１１月】 

・探究学習（むかわ学）のファシリテート 

  リモート 

【１２月】 

・探究学習（むかわ学）「提言発表会」 

≪各グループの設定テーマ≫ 

 

①スマート農業 

②むかわでコスプレ 

③特産物でクレープ 

④ジップライン 

↑グループに分かれ、テーマについて話し合い 
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「高校生と交流していると自分で

も考えた事がない考えを知れた

り、高校生が学んできた農家さん

の声やむかわについてを知ること

が出来て、いい刺激を受けること

が出来た。むかわ町出身ではある

が、新たに知ることが多くあっ

た。調べてみたいこともあったの

で、次の交流まで勉強したい。ま

た、今回参加されている先輩方と

も意見交流する時間を持ちたいと

思った。」（２年・Ｋさん） 

「高校生の姿勢がとても良い

なと感じた。質問をするとメ

モをしたり、気になったとこ

ろを質問したりなど、高校生

の熱を感じて自分達も高校生

に失礼がないようにしっかり

やらなければと感じた。夏休

みにむかわ町に行った時には

むかわ町の人たちと交流がで

きると思うので、むかわ町の

人たちはどんな人たちなのか

知りたいです。（４年・Ｓさ

ん） 


